
名　称

代表者

住　所

　

　今後、一層利用しやすい環境づくりを心掛け、施設をより使いやすく有効に利用できるように努めます。

モニタリングの
実施方針・
方法・回数等

市民生活部　地域振興課　多紀地区振興担当
電話　079-557-1161

◆モニタリングの総合コメント

　会館は市民の文化活動の場として、また諸団体の会議の場所として有効に活用されており、管理に関し
ては「管理に関する基本協定書」および「指定管理業務仕様書」に基づき適正に管理されています。

大芋公民館

丹波篠山市中445

　　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、利用状況報告、収支決算報告書
及び施設点検により把握しました。

大芋公民館運営委員会

運営委員長　小西　勇

施設名

指定管理者

所在地

指定管理者管理期間 令和　３ 年　４月　１日から　　　令和　８年　３月３１日（　５年間　）

◆今後の業務改善に向けた考え方

令和５年度　　指定管理者モニタリングレポート

担当部課
（問合せ先）

丹波篠山市中445



　施設の備品や設備については整理整頓され、利用しやすい環境が整備されており、適正に管理されて
います。

　指定管理者から提出された財務状況について決算資料を分析した結果、課題や問題はないと判断しま
した。

業務内容

●経済性

●危機管理体制の確保（災害等緊急時の対応、苦情対応等）

　事業収支については、当初計画に基づき適正に執行されています。

団体の経営状態

●経営の健全性

事業収支

●市民サービスの向上につながる質の高い管理運営（平等利用、利用促進等）

●管理運営方針（施設の設置目的と市の管理運営方針との整合性）

　当該施設の設置目的は、地元自治会長など各所属の代表者で運営する当該運営委員会の能力を活用
しつつ、地域住民等に対する行政サービスの効果及び効率を向上させ、もって地域の福祉の一層の増進
を図ることです。
　設置目的を実現するため、当該運営委員会を指定管理者と定め、指定管理者の自主的な運営を促すこ
とにより、当該施設のより効率的かつ効果的な活用が図られるとともに、利用者に対するサービス向上が期
待できることから、管理運営方針との整合性がとれています。

●費用対効果の観点等から、効率的な管理運営（収支計画の適格性、効率的な維持管理）

　適正な収支計画のもと、協定書および業務仕様書に基づき維持管理を行われています。

●法令・条例等の適切な運用状況

法令等を遵守し、適切に運用されています。

　災害等緊急時においては、管理者が早急に対応措置および市への報告をすること、重要な苦情につい
ては市へ報告することを協定書および仕様書にて定めており、危機管理体制が確保できています。



１．施設の概要 令和5年度

２．運営状況

３．利用実績

会議室３

演習室

計

施設名

所在地

事業開催

会議室２

会議室 1,527

延べ
利用者数

施設の概要

計画対比

2,266 148.4%

1,527

605.00

項目

678.43

設備の概要

148.4%

277

9:00～22:00

敷地面積（㎡）

延床面積（㎡）

実施内容
（事業報告書）

市民向け会館施設の一般開放
災害時に避難場所として使用

128.8%

実施計画

実施計画 計画対比

設置目的

2,266

実施内容
（事業報告書）

丹波篠山市地区コミュニティーセンター等に関する条例
（平成11年4月1日条例第99号）

設置の根拠
（法令、条例等）

開館日数

開館時間

その他

鉄筋コンクリート造　2階建
1階　事務室、和室、他
2階　会議室、研修室、他

215

9:00～22:00

大芋公民館

丹波篠山市中445

住民の生活及び文化の向上を図り、福祉の増進に寄与するため。

項目

所管課：市民生活部　地域振興課

設置年月日：昭和53年7月7日

施　設　概　要　調　書

事業概要



４．事業収支 （単位：円、％）

４－２．事業収支（簡略版） （単位：円、％）

1,712,704

100.0%790,701

1,698,801

1,398,801

うち、管理費

自主事業費

100.8%

37.5%

94.3%

411,551 32.2%

0

120,000

852,4070

利用料金収入

実施計画

指定管理料

収入計（Ａ） 1,698,801

項目 実施計画

100.8%

125.0%

－

項目

雑費 11,000

300,000

賦課金

0

支出計（Ｂ）

収支（Ａ）－（Ｂ）

自主事業収入

1,278,801

収入計（Ａ）

その他収入

300,000

指定事業費

繰越金

計画対比

99.9%

-

1,712,704

847,000

75,000

1,698,801

335,606

0

524,691

113,140

790,704

実施内容
（事業報告書）

111.9%

1,712,704 100.8%

680,696 100.0%

113,140 94.3%

備品費 120,000 138,934 115.8%

管理費 120,000

10,000 50.0%

活動委託料 70,000 70,000 100.0%

助成金 20,000

335,606 111.9%

通信費 95,000 85,537 90.0%

活動費 300,000

消耗品費 20,000 9,548 47.7%

光熱費

852

60,000

事務費 10,000

0 －

52,778 17.6%

37,474 62.5%

8.5%

施設費

うち、人件費

支出計（Ｂ） 1,698,801 1,712,704 100.8%

0

6,428 58.4%

実施内容
（事業報告書） 計画対比

繰越金 680,696

100.0%

使用料 60,000

848,100

60,000

110,000

75,000

8

0

予備費 572,801

125.0%

雑収入

110,000

－

収支（Ａ）－（Ｂ） 0 0 －

利息 5 160.0%

繰越金 0 852,407 －

848,100 847,000 99.9%指定管理料

0


